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鹿児島市保育所等設置認可・確認等要綱の制定について 

 

（１）要綱制定の経緯等 

・本市における保育所等の最低基準は、国の省令及び、児童福祉施設の設備及び運営の基

準に関する条例等に拠るものとし、常に向上を図ることが求められている。 

・これまで新設保育所等の設置者募集（施設整備費を補助）の際、児童福祉施設の設備及

び運営の基準に関する条例等に定める基準のほか、施設長の配置や屋外遊戯場の設置

に関する取扱いなど、「保育所等の設置・運営の手引き（新設募集用）」及び「保育所設

置運営事業者の募集要領」により、事業者選定や認可を行うことで、保育所や認定こど

も園等において、高い基準での設備及び運営を行っていただいてきた。 

・今般、これまでの本市の整備募集における最低基準の向上に資する内容や条例の解釈等

について、他都市を参考に要綱に整理し、質の高い教育・保育の提供を推進していくこ

ととする。 

 

（２）制定する要綱及び要綱の主な内容（令和７年４月施行予定） 

本市が認可を行う認可保育所、小規模保育事業Ａ型、幼保連携型認定こども園や認定を

行う幼稚園型認定こども園について、類型ごとに要綱を制定し、募集要領に定める最低基

準の向上に資する内容や条例の解釈等について規定する。 

 

①最低基準の向上に資する主な内容 

屋外遊戯場 同一敷地内に設置し、施設の専有とする 

施設長の配置 常勤かつ専従の施設長（園長）を配置するものとする 

延長保育 １時間以上の実施とする 

給食 自園調理とする 

 

 ②条例の解釈等における主な内容 

保育室等の面積 内法面積で算出し、固定造作物等は除く 

屋外遊戯場の面積 児童が実際に遊戯できる面積とし、入り口や通路などは除く 

保育士配置数の算出

方法 

現に登園している児童を条例に定める区分(※)に従って、保育士

１人当たりの児童数で除し、各々を合計し、算出するものとする

（児童はその時点での満年齢とする） 

※乳児おおむね3人につき1人以上など 

 

（３）その他 

  要綱の公表にあたっては、年度末に行っている児童福祉等事務事業説明会において、要

綱策定の趣旨等を説明し、施行日以降、市ＨＰで公開することとする。 

資料３ 


